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利用者の介護ニーズに基づいて
訪問介護計画書をつくる一方で、

ニーズを充足できるヘルパーを確保・育成する
人事管理機能も担うサービス提供責任者。
利用者とヘルパーの間に立つサ責は、

事業所運営のカギを握ると言っても過言ではない。
サ責にスポットを当て、その仕事の実態と重要性を
再認識するとともに、優秀なサ責を育成し
定着させていくためのポイントを検証する。

会議を開いて情報を共有

ヘルパー
の相談に

耳を傾け
る

要

細やか
な連絡

で

状況を
把握

利
用
者
と
ヘ
ル
パ
ー
を
つ
な
ぐ「
要
」を
育
成
し
よ
う

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
を

活
か
し
た
事
業
運
営
術



利
用
者
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
た

受
付
と
訪
問
介
護
計
画
書
作
成

サ
責
の
業
務
は
、
新
規
利
用
者
の
依

頼
受
付
か
ら
は
じ
ま
る
。
株
式
会
社
ク

ロ
ス
・
ロ
ー
ド
（
東
京
都
杉
並
区
）
が

運
営
す
る
訪
問
介
護
事
業
所
「
ハ
ー
ト

ぱ
す
て
る
杉
並
」（
以
下
、「
杉
並
」）

で
サ
責
を
務
め
る
星
野
栄
子
さ
ん
は
、

ケ
ア
マ
ネ
か
ら
依
頼
を
受
け
る
と
、
そ

れ
が
受
け
ら
れ
る
内
容
か
ど
う
か
を
ま

ず
十
分
に
見
極
め
る
。「
ケ
ア
プ
ラ
ン

に
介
護
保
険
で
対
応
で
き
な
い
事
項
が

入
っ
て
い
な
い
か
、
ケ
ア
の
時
間
が
妥

当
か
検
討
し
、
問
題
が
あ
れ
ば
意
見
を

付
け
て
ケ
ア
マ
ネ
に
戻
し
ま
す
」

「
杉
並
」
は
、
あ
ら
か
じ
め
各
種
ケ
ア

に
必
要
な
時
間
を
標
準
化
し
て
お
り
、

こ
れ
を
基
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
。
さ
ら
に
、
ケ
ア
の
難
易
度
や
量

に
応
じ
た
ヘ
ル
パ
ー
を
配
置
で
き
る
か

ど
う
か
を
、
一
覧
に
さ
れ
た
各
ヘ
ル
パ

ー
の
ス
キ
ル
や
状
況
を
加
味
し
て
判
断

す
る
。

契
約
時
は
ケ
ア
マ
ネ
と
同
席
し
、

「
ご
確
認
シ
ー
ト
」（
利
用
者
の
身
体
状

況
や
必
要
な
介
護
に
つ
い
て
記
入
す
る

用
紙
）
を
使
っ
て
ケ
ア
マ
ネ
の
依
頼
と

利
用
者
の
状
況
に
相
違
が
な
い
か
確
認

し
な
が
ら
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
把
握
。

さ
ら
に
、
前
も
っ
て
浴
槽
に
湯
を
張
っ

て
も
ら
う
な
ど
、
同
居
家
族
な
ど
に
協

力
し
て
も
ら
え
る
内
容
を
確
認
す
る
。

こ
れ
ら
の
情
報
を
基
に
、
暫
定
の
訪
問

介
護
計
画
書
と
手
順
書
を
作
成
す
る
。

星
野
さ
ん
は
「
自
分
の
目
で
利
用
者

を
見
て
、
ヘ
ル
パ
ー
が
働
き
や
す
い
ケ

ア
を
組
み
立
て
る
。
効
率
的
な
ケ
ア
の

流
れ
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
な

い
と
良
い
計
画
書
や
手
順

書
は
つ
く
れ
ま
せ
ん
」
と

強
調
す
る
。
限
ら
れ
た
時

間
内
で
周
辺
環
境
ま
で
含

め
た
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
サ

ー
ビ
ス
を
訪
問
介
護
計
画

書
に
具
体
化
す
る
作
業

は
、
サ
責
自
身
が
ケ
ア
の

現
場
で
培
っ
て
き
た
経
験

に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。

利
用
者
把
握
と
同
行
指
導
が

安
定
し
た
ケ
ア
提
供
の
源
泉

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

（
東
京
都
豊
島
区
）
の
訪
問
介
護
事
業

所
「
ハ
ッ
ピ
ー
国
分
寺
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
」（
以
下
、「
国
分
寺
」）
で

は
、
初
め
て
の
利
用
者
に
は
サ
ー
ビ
ス

開
始
か
ら
最
長
で
約
１
カ
月
間
、
４
人

の
サ
責
が
中
心
と
な
っ
て
ケ
ア
に
入

る
。
管
理
者
と
サ
責
を
兼
務
す
る
吉
田

美
美

よ

し

み

さ
ん
は
「
そ
の
間
に
利
用
者
ニ
ー

ズ
に
あ
わ
せ
て
訪
問
介
護
計
画
書
を
見

直
し
ま
す
。〝
隠
れ
ニ
ー
ズ
〞
も
引
き

出
し
、
ケ
ア
内
容
が
安
定
し
て
か
ら
登

録
ヘ
ル
パ
ー
に
引
き
継
ぎ
ま
す
」
と
話

す
。
利
用
者
の
状
況
を
深
く
把
握
す
る

こ
と
で
急
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
変
更
や

苦
情
が
減
り
、
サ
責
全
員
で
相
談
し
て

適
切
な
ヘ
ル
パ
ー
を
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き

る
。ま

た
、
ヘ
ル
パ
ー
の
同
行
指
導
に
は
、

最
低
３
回
、
最
長
で
約
１
カ
月
か
け
る
。

吉
田
さ
ん
は
「
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
も
、

そ
の
利
用
者
に
相
性
が
ぴ
っ
た
り
の
ヘ

ル
パ
ー
も
い
ま
す
。
苦
手
な
ケ
ア
の
時

間
帯
だ
け
訪
問
す
る
な
ど
工
夫
し
て
指

導
し
ま
す
」
と
話
す
。
同
じ
利
用
者
に

入
っ
て
い
る
先
輩
ヘ
ル
パ
ー
に
同
行
さ

せ
て
、
ケ
ア
の
流
れ
を
見
せ
る
こ
と
も

あ
る
と
い
う
。

「
経
験
あ
る
ヘ
ル
パ
ー
が
教
え
る
立
場

に
回
る
こ
と
で
、
教
え
る
側
に
と
っ
て

も
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
」

と
話
す
吉
田
さ
ん
。
ヘ
ル
パ
ー
同
士
の

技
術
伝
達
と
い
う
好
循
環
を
生
み
、
ヘ

ル
パ
ー
が
着
実
に
能
力
を
向
上
で
き
る

よ
う
な
利
用
者
と
の
組
み
合
わ
せ
に
も
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あるサ責の1日

8:55 出社、事務連絡（ヘルパーや他事業所へ）
9:05 A利用者宅へ新規ヘルパー引き継ぎのた

めに同行訪問
9:45 B利用者宅でケア（1時間）

10:55 ヘルパースケジュール調整・電話連絡
11:15 C利用者を医院から小規模多機能型ホー

ムへ送迎
11:50 D利用者宅に退院後の様子を見に訪問
12:30 事務所にて昼食（電話をかけながら）
13:00 E利用者を小規模多機能型ホームで入浴介

助。その後自宅に送迎（1.5時間）
14:40 ヘルパースケジュール調整・電話連絡、ケ

ア記録・契約書作成
15:45 ケアマネ事業所2カ所へ実績を届ける
16:00 B利用者宅でケア（1時間）
17:30 F利用者宅でケア（1時間）
18:50 ヘルパースケジュール調整、事務連絡、明

日の予定チェック、事務所掃除当番
20:00 帰宅

第1部

サービス提供責任者（サ責）は、訪問介
護事業所の運営において重要な役割
を担うとされる。しかし、実際には業務
範囲が曖昧だったり、サポートの不備な
どからサ責が定着しなかったりと、運営
上の位置づけが明確でない事業所も多
い。ここでは、サ責が意欲的に働くこと
ができている3つの事業所のサ責に迫
る。その仕事ぶりからは、サ責がやりが
いをもって働き、活躍しやすい事業所づ
くりのヒントが見えてくる。

サ責の
現場

意欲ある取り組みの
実践と現実



配
慮
す
る
―
―
。
能
力
開
発
に
結
び
つ

く
ヘ
ル
パ
ー
配
置
も
サ
責
の
腕
に
か
か

っ
て
い
る
。

風
通
し
の
良
い
職
場
づ
く
り
と

ヘ
ル
パ
ー
へ
の
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト

ヘ
ル
パ
ー
に
対
し
て
は
、
同
行
指
導

以
外
に
も
研
修
に
よ
る
介
護
能
力
の
向

上
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
情
報
共
有

な
ど
が
重
要
に
な
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
暮

ら
し
ネ
ッ
ト
・
え
ん
（
埼
玉
県
新
座
市
）

の
訪
問
介
護
事
業
所
「
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト

え
ん
」（
以
下
、「
え
ん
」）
で
は
、
毎

週
金
曜
日
の
午
前
中
は
極
力
ケ
ア
を
入

れ
ず
、
ヘ
ル
パ
ー
全
員
を
集
め
た
全
体

会
議
を
開
催
。
こ
の
他
に
も
、
３
つ
の

エ
リ
ア
ご
と
に
分
け
た
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

や
常
勤
職
員
の
会
議
、
サ
責
同
士
の
会

議
、
運
営
会
議
と
、
情
報
共
有
の
場
を

細
か
く
設
け
て
お
り
、
サ
責
は
そ
れ
ぞ

れ
必
要
に
応
じ
て
企
画
や
進
行
な
ど
を

担
う
。

ま
た
、
全
体
会
議
の
う
ち
月
に
１
回

は
ヘ
ル
パ
ー
の
技
術
研
修
に
あ
て
ら

れ
、
担
当
の
サ
責
と
パ
ー
ト
の
ヘ
ル
パ

ー
に
よ
っ
て
企
画
・
運
営
が
な
さ
れ

る
。
ヘ
ル
パ
ー
も
企
画
段
階
か
ら
参
加

す
る
こ
と
で
、
現
場
の
実
態
に
沿
っ
た

研
修
と
な
る
。「
え
ん
」
の
サ
責
・
岡

田
博
美
さ
ん
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
の
で
、

ヘ
ル
パ
ー
を
含
め
み
ん
な
が
経
営
に
か

か
わ
っ
て
い
る
意
識
を
も
て
る
よ
う
に

工
夫
し
て
い
ま
す
」
と
取
り
組
み
の
背

景
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
そ
の
結
果
、

現
場
か
ら
の
声
が
単
な
る
「
愚
痴
」
で

終
わ
ら
ず
、
会
議
の
議
題
や
研
修
テ
ー

マ
と
し
て
吸
い
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

「
え
ん
」
で
は
、
定
期
的
な
会
議
以
外

に
も
サ
責
が
ヘ
ル
パ
ー
に
頻
繁
に
声
を

掛
け
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、「
風
通
し

の
良
さ
」
を
意
識
し
て
い
る
と
い
う
。

岡
田
さ
ん
は
「
仕
事
に
行
き
詰
ま
っ
た

ま
ま
ケ
ア
に
入
る
と
、
嫌
な
感
情
が
利

用
者
に
も
伝
わ
る
。
ヘ
ル
パ
ー
の
悩
み

や
要
望
を
把
握
し
、
や
る
気
を
保
つ
の

も
サ
責
の
重
要
な
仕
事
」
と
考
え
る
。

サ
ー
ビ
ス
開
始
時
に
４
人
の
サ
責
が

ケ
ア
に
入
る
「
国
分
寺
」
で
は
、
担
当

者
会
議
で
の
情
報
も
共
有
し
、
サ
責
全

員
が
各
利
用
者
に
つ
い
て
把
握
し
て
い

る
。
４
人
の
サ
責
が
ど
の
利
用
者
に
つ

い
て
も
対
応
で
き
る
た
め
、
ヘ
ル
パ
ー

は
い
つ
で
も
報
告
や
相
談
を
持
ち
か
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
利
用
者
の
情
報
や

疑
問
を
一
人
で
抱
え
込
む
こ
と
が
な

い
。

業
務
の
工
夫
や
簡
素
化
で

状
況
把
握
の
時
間
を
捻
出

サ
責
に
は
定
期
的
に
利
用
者
を
訪
問

し
、
状
態
の
変
化
や
ケ
ア
へ
の
要
望
な

ど
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
お
く
こ
と
も

求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
膨
大
な
書
類

作
成
や
シ
フ
ト
作
成
な
ど
管
理
業
務
に

追
わ
れ
、
な
か
な
か
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

時
間
を
割
け
な
い
サ
責
も
多
い
。

「
杉
並
」
で
は
、
サ
責
自
身
の
稼
働
と

絡
め
て
、
ケ
ア
提
供
後
に
10
分
程
度
、

利
用
者
と
話
す
機
会
を
も
つ
こ
と
で
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。
星
野
さ

ん
は
「
利
用
者
の
状
況
変
化
な
ど
の
把

握
に
加
え
、
ヘ
ル
パ
ー
に
は
直
接
言
い

づ
ら
い
要
望
な
ど
も
利
用
者
か
ら
さ
り

げ
な
く
聞
き
出
し
ま
す
」
と
話
す
。
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
に
合
わ
せ
、
各
ヘ
ル
パ
ー

の
ケ
ア
に
つ
い
て
も
把
握
し
て
い
る
。

「
杉
並
」
で
人
材
育
成
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
サ
責
を
兼
務
す
る
増
田
美
紀
さ
ん

は
、「
ど
う
や
っ
て
上
手
に
時
間
を
使

っ
て
仕
事
を
し
て
い
く
か
、
業
務
を
見

直
し
て
い
く
か
が
大
切
」
と
話
す
。

「
杉
並
」
で
は
、
記
録
の
形
式
を
サ
ー

ビ
ス
の
質
を
維
持
す
る
う
え
で
可
能
な

限
り
簡
素
化
し
、
ま
た
、
利
用
者
か
ら

の
苦
情
に
対
応
す
る
専
門
の
部
署
を
設

け
る
な
ど
、
サ
責
に
負
担
が
集
中
し
な

い
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
る
。

サ
責
の
や
り
が
い
を
高
め

介
護
の
質
を
上
げ
る
仕
組
み
を

「
施
設
に
は
、
本
当
は
自
宅
に
帰
り
た

い
人
も
た
く
さ
ん
い
る
。
希
望
す
れ
ば

最
期
ま
で
自
宅
で
生
活
で
き
る
よ
う
、

在
宅
ケ
ア
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
」

と
吉
田
さ
ん
は
仕
事
に
込
め
る
思
い
を

話
す
。
こ
う
し
た
「
や
り
が
い
」
を
も

つ
サ
責
は
少
な
く
な
い
。
実
際
に
、
サ

責
が
利
用
者
と
ヘ
ル
パ
ー
、
他
の
事
業

者
の
間
に
立
っ
て
調
整
す
る
こ
と
で
、

は
じ
め
て
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
。
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
「
要
」

と
し
て
、
そ
の
存
在
は
大
き
い
。

一
方
で
、
業
務
の
幅
広
さ
や
責
任
の

大
き
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
介
護
報
酬

上
の
設
定
が
な
い
な
ど
、
制
度
上
の
位

置
づ
け
が
曖
昧
な
部
分
も
あ
る
。
業
務

を
効
率
的
に
行
う
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し

て
サ
責
が
活
躍
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
と
と
も
に
、
サ
責
の
役
割
の
大
き
さ

に
つ
い
て
制
度
上
も
明
確
に
す
る
こ
と

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
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サ責同士で相談しながらヘルパーの予定を組む
（ケアサポートえん）



訪
問
介
護
事
業
所
の
規
模
に
応
じ
て

常
勤
の
介
護
職
員
の
な
か
か
ら
１
人
以

上
の
配
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
サ

責
。
そ
の
業
務
内
容
は
、
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
て
訪
問
介
護
計
画
書
を

作
成
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
適
切
な
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
ヘ
ル
パ
ー

の
育
成
・
管
理
を
行
う
こ
と
に
あ
る
。

し
か
し
、
実
際
に
は
サ
責
は
よ
り
多

岐
に
わ
た
る
業
務
を
こ
な
し
て
い
る
。

表
１
‐
Ⅰ
は
、
訪
問
介
護
事
業
所
の
各

業
務
に
つ
い
て
分
担
の
状
況
を
サ
責
に

尋
ね
た
も
の
。
こ
れ
を
見
る
と
、
サ
責

が
事
業
所
運
営
全
般
に
幅
広
く
か
か
わ

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
表
内
網
か

け
）。

ヘ
ル
パ
ー
の

介
護
能
力
と
定
着
を
左
右
す
る

人
事
管
理
の
キ
ー
マ
ン

介
護
保
険
法
改
正
に
伴
い
、
指
定
基

準
に
も
サ
責
の
役
割
と
し
て
ヘ
ル
パ
ー

の
人
事
管
理
の
側
面
が
明
記
さ
れ
た

（
表
２
）。
実
際
の
現
場
で
も
、
ヘ
ル
パ

ー
の
指
導
や
管
理
に
つ
い
て
、
サ
責
に

寄
せ
ら
れ
る
期
待
は
大
き
い
。

サ
責
が
ヘ
ル
パ
ー
育
成
に
果
た
す
役

割
の
大
き
さ
は
、
ヘ
ル
パ
ー
も
指
摘
し

て
い
る
（
表
３
）。
現
場
の
ヘ
ル
パ
ー

は
、
サ
責
に
対
し
て
自
ら
の
能
力
向
上
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訪問介護計画の作成
手順書の作成
稼働予定の作成
稼働予定変更に
あたっての諸連絡
定期的なサービス
の提供
代行訪問、臨時的な
サービスの提供
モニタリング
サービス担当者会
議への参加
ヘルパーへの日常の
アドバイス・同行指導
研修会等での
ヘルパーの指導
ヘルパー確保・
採用面接
緊急対応、
苦情・トラブル対応
予算や売上の管理
営業活動
請求業務

89.6% 67.4% 3.2% 0.9% 7.2% 1.4% 0.5% 54.1% 4.4%
91.0% 67.4% 2.7% 19.0% 23.5% 1.4% 0.5% 44.5% 9.6%
71.0% 55.7% 4.5% 0.5% 5.0% 4.5% 0.9% 5.5% 8.8%

89.6% 69.7% 10.0% 1.4% 17.6% 21.3% 0.5% 3.4% 14.0%

71.9% 57.0% 4.1% 92.8% 67.4% 0.5% 0.0% 6.2% 37.7%

85.1% 67.0% 4.1% 58.8% 41.6% 1.8% 0.0% 2.1% 23.7%
86.9% 68.3% 4.5% 6.8% 6.8% 1.4% 1.8% 55.5% 2.6%

89.6% 72.9% 5.4% 19.5% 16.7% 2.3% 2.7% 13.0% 1.8%

93.7% 73.8% 7.7% 13.1% 24.0% 2.7% 1.4% 37.7% 0.9%

77.4% 71.0% 14.9% 2.7% 10.9% 3.2% 4.1% 26.7% 1.8%

52.9% 50.2% 29.0% 0.5% 1.8% 4.5% 7.7% 4.1% 5.3%

85.1% 63.3% 25.8% 1.4% 4.1% 7.7% 4.5% 0.7% 14.9%
38.5% 34.8% 37.6% 0.0% 0.0% 14.0% 9.0% 4.1% 15.8%
63.3% 51.6% 29.4% 0.5% 5.0% 8.1% 9.0% 17.8% 21.9%
37.6% 32.1% 14.9% 0.5% 3.6% 62.4% 2.7% 2.1% 15.8%

Ⅰ(n=221)

あなた自身
（事業所管理
者兼務を含
む）

表１ 訪問介護事業所における業務の分担（Ⅰ）および各業務に対するサ責の時間配分増減希望（Ⅱ） （複数回答）

出典：東京大学社会科学研究所「サービス提供責任者の仕事と働き方に関するアンケート」（2007年）より

あなた以外の
サ責（事業所
管理者兼務を
含む）

事業所管理者
（サ責兼務で
ない場合）

登録ヘルパ
ー・月契約非
常勤ヘルパー

それ以外のヘ
ル パ ー（ 常
勤・労働時間
固定の者等）

サ責・ヘルパ
ー以外の業務
担当者（事務
員等）

本社やケアマ
ネなど外部の
人

Ⅱ

取り組む時間
を減らしたい
業務
(n=114)

取り組む時間
を増やしたい
業務
(n=146)

第2部

訪問介護計画を作成し、着実なサービス提供に向け

てヘルパーの確保・育成・定着の役割を担うサービス

提供責任者（サ責）。サ責が十分機能すれば、サービ

スの質向上などに大きな効果をもたらすが、さまざまな

業務負担のため余裕のないサ責も多い。訪問介護事

業者が質の高いサービスを提供するための「要」とも

いえるサ責について、その現状と問題点を調査デー

タをもとに検証し、サ責の役割を再確認する。

サ責がにぎる事業所の命運

その役割の
重要性と
現実



第2特集

1．在宅でのさまざまな利用者への介護
2．同行指導など実務の中でのサ責やベ
テランヘルパーからの実技指導

3．勤務先でのミーティングや研修

9．実務を離れたサ責やベテランヘルパ
ーからの日常的なアドバイス

や
日
常
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
に
つ
い
て
多

く
を
期
待
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、「
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者

の
仕
事
と
働
き
方
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」（
以
下
、「
サ
責
調
査
」）※
で
、
サ

責
の
業
務
に
つ
い
て
の
自
己
評
価
を
み

る
と
、「
新
人
ヘ
ル
パ
ー
の
教
育
・
指

導
（
11
・
３
％
）」、「
ヘ
ル
パ
ー
に
対

す
る
計
画
的
な
研
修
や
技
術
指
導

（
15
・
８
％
）」「
ヘ
ル
パ
ー
の
能
力
の

公
平
な
評
価
（
19
・
９
％
）」
な
ど
、

ヘ
ル
パ
ー
の
育
成
・
指
導
に
か
か
わ
る

業
務
を
「
十
分
で
き
て
い
る
」
と
回
答

す
る
者
は
少
な
い
。
現
場
で
の
必
要
性

が
高
い
反
面
、
現
状
で
は
、
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
ヘ
ル
パ
ー
の
能
力
開
発
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と

が
分
か
る
。

そ
れ
で
は
、
サ
責
に
よ
る
人
事
管
理

の
取
り
組
み
は
、
ヘ
ル
パ
ー
の
介
護
能

力
に
本
当
に
影
響
が
あ
る
の
か
。
図
１

は
、
あ
る
訪
問
介
護
事
業
者
35
事
業
所

に
所
属
す
る
サ
責
の
人
事
管
理
能
力
と

ヘ
ル
パ
ー
の
介
護
能
力
を
点
数
化
し
、

そ
の
関
係
を
分
析
し
た
も
の
。
こ
れ
を

見
る
と
、
所
属
す
る
事
業
所
の
サ
責
の

人
事
管
理
能
力
が
高
い
と
、
ヘ
ル
パ
ー

の
介
護
能
力
も
高
い
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
サ
責
の
能
力
は
ヘ
ル
パ
ー
の

定
着
率
に
も
影
響
が
あ
る
。
図
２
は
サ

責
の
人
事
管
理
能
力
と
ヘ
ル
パ
ー
の
就

業
継
続
意
向
に
つ
い
て
調
べ
た
も
の
。

こ
ち
ら
も
サ
責
の
能
力
が
高
い
ほ
ど
、

退
職
意
向
あ
る
い
は
先
行
き
不
透
明
感

を
も
つ
ヘ
ル
パ
ー
が
減
る
傾
向
が
見
て

取
れ
る
。
サ
責
に
よ
る
人
事
管
理
の
取

り
組
み
の
充
実
は
、
ヘ
ル
パ
ー
の
定
着

促
進
に
も
つ
な
が
る
。

訪
問
介
護
事
業
所
に
と
っ
て
、
介
護

の
質
と
量
の
両
面
が
求
め
ら
れ
る
時

代
。
ヘ
ル
パ
ー
の
育
成
と
定
着
に
重
要

な
役
割
を
果
た
す
サ
責
は
、
こ
の
点
か

ら
も
事
業
所
の
要
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
。

サ
責
の
双
肩
に
過
度
の
負
担

業
務
の
見
直
し
と
効
率
化
が
急
務

ヘ
ル
パ
ー
の
定
着
・
育
成
を
通
じ
て

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
な
提
供

を
図
っ
て
い
く
サ
責
。
し
か
し
そ
の
置

か
れ
た
環
境
は
決
し
て
楽
で
は
な
い
。

表
４
に
よ
れ
ば
、
サ
責
が
担
当
す
る

利
用
者
数
の
平
均
は
40
人
。
こ
れ
に
対

し
、
残
業
を
す
る
こ
と
な
く
適
切
な
管

理
が
で
き
る
と
サ
責
が
考
え
る
利
用
者

の
数
は
26
・
３
人
と
大
き
な
開
き
が
あ

る
。
あ
る
サ
責
は
、「
月
１
回
の
定
期

39 介護ビジョン・2007.11

サービス提供責任者を活かした事業運営術

※調査主体・東京大学社会科学研究所人材ビジネス研究部門「改正介護保険下でのヘルパーの能力開発と雇用管理」
調査プロジェクト（調査票・調査結果はhttp://web.iss.u-tokyo.ac.jp/jinzai/chosa.htmよりダウンロード可）

86.2%

64.3%

56.3%

22.5%

〜 〜

・訪問介護計画書の作成と必要に応じた変更
・利用申込にかかわる調整
・利用者の状態・意向と
訪問介護計画実施状況の定期的な把握
・居宅介護支援事業者等との連携
・ヘルパーに対する援助内容の指示と情報伝達
・ヘルパーの業務実施状況の把握
・ヘルパーの能力や希望を踏まえた業務管理
・ヘルパーに対する研修、技術指導

表2  サ責の業務（要約）

表3  ヘルパーとして能力を高めるうえで
役立った経験の上位（複数回答、ｎ＝1,965）

厚生省令37号「指定居宅サービス等の事業の人員、設備
及び運営に関する基準」より作成

120 130 140 150 160

 
 

サ
責
の
人
事
管
理
能
力 

ヘルパーの介護能力得点（平均） 

上位 
(n=326） 

 

中位 
(n=557） 

下位 
(n=243） 

（点） 

157.8

156.0 

139.2

図1  サ責の人事管理能力と
ヘルパーの介護能力の関係

＊サ責の人事管理能力は所属事業所のヘルパーによる評
価。ヘルパーの介護能力得点はヘルパーの自己評価
出典：佐藤博樹・大木栄一・堀田聰子『ヘルパーの能力開

発と雇用管理』（2006、勁草書房）より（113頁）

 
 

サ
責
の
人
事
管
理
能
力 

上位 
(n=326） 

 

中位 
(n=557） 

下位 
(n=243） 

0 20 40 60 80 100
■やめるつもりは全くない　■当分やめるつもりはない 
■近いうちにやめるつもりがある　■わからない 

38.8  46.9
2.5  

11.8 

21.5  53.3  
4.8  

20.3 

13.5  46.6  8.6  31.2 
%

図2  サ責の人事管理能力と
ヘルパーの就業継続意向

出典：図1に同じ（121頁）

出典：東京大学社会科学研究所「ヘルパーの仕事と働き
方に関するアンケート」（2007年）より※

平均値 中央値

サ責として訪問介護計画書の作成と管理を担当する利用者数 40.0人 33人

残業をすることなく適切な管理ができる利用者の人数 26.3人 20人

作成した訪問介護計画に従って稼働するヘルパーの人数
（複数の利用者を同じヘルパーが担当する場合は1人） 21.0人 19人

残業をすることなく適切な管理ができるヘルパーの人数 18.2人 15人

月の残業時間と休日出勤の時間の合計 30時間40分 20時間

月に利用者宅でサービスを提供する時間（定期・臨時を含む） 48時間29分 40時間50分

月に完全に休める日数（電話対応のみは休みとみなす） 6.6日 8日

税込み月収（残業代等を含み、賞与・交通費等を除く） 21.1万円 20万円

表4  サ責が担当する利用者・ヘルパー数および労働環境について（ｎ＝221）

出典：表1に同じ



的
な
利
用
者
宅
訪
問
も
、
１
日
に
何
軒

も
ま
と
め
て
回
ら
な
い
と
終
わ
ら
な

い
」
と
話
す
。

表
１
‐
Ⅱ
を
見
る
と
、
多
く
の
サ
責

が
、
計
画
書
・
手
順
書
の
作
成
や
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
に
加
え
、
ヘ
ル
パ
ー
の
育
成

に
つ
い
て
「
取
り
組
む
時
間
を
増
や
し

た
い
」
と
考
え
て
い
る
の
に
対
し
、
定

期
的
な
ケ
ア
の
提
供
や
代
行
な
ど
の
ヘ

ル
パ
ー
業
務
、
事
務
作
業
や
営
業
活
動

な
ど
に
つ
い
て
は
「
減
ら
し
た
い
」
と

し
て
い
る
。
事
業
所
運
営
に
か
か
わ
る

幅
広
い
業
務
を
サ
責
が
担
わ
ざ
る
を
得

ず
、
時
間
を
割
き
た
い
と
考
え
る
業
務

に
注
力
で
き
ず
に
い
る
状
況
が
見
え
て

く
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
東
京
大
学

社
会
科
学
研
究
所
の
堀
田
聰
子
助
教

は
、「
書
類
作
成
や
ヘ
ル
パ
ー
の
シ
フ

ト
調
整
な
ど
の
管
理
業
務
が
サ
責
に
集

中
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
ら
を
効
率
的

に
処
理
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
共
有
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
、
サ
責
に
過
度
の
負
担

が
か
か
る
大
き
な
要
因
」
と
指
摘
す
る
。

「
利
用
者
と
ヘ
ル
パ
ー
双
方
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
状
況
を
把
握

す
る
余
裕
が
な
く
な
る
と
、
急
な
変

更
・
キ
ャ
ン
セ
ル
や
苦
情
、
ヘ
ル
パ
ー

の
退
職
な
ど
『
予
期
せ
ぬ
事
態
』
に
追

わ
れ
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
穴
埋
め
の
た
め
に
自
ら
稼
働
に

出
る
時
間
も
増
え
る
悪
循
環
に
は
ま
り

ま
す
。
サ
責
が
仕
事
を
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
は
事
業
所
の
安
定
に
つ
な
が
り

ま
す
。
サ
責
の
業
務
範
囲
と
効
率
的
な

仕
事
の
進
め
方
を
、
事
業
所
全
体
で
考

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
」（
堀
田
氏
）

や
り
が
い
を
感
じ
つ
つ
も

一
部
に〝
ケ
ア
マ
ネ
脱
出
〞傾
向

第
１
部
で
紹
介
し
た
サ
責
の
よ
う

に
、
忙
し
い
毎
日
の
中
で
も
仕
事
の
進

め
方
を
工
夫
し
、
利
用
者
と
ヘ
ル
パ
ー

の
状
況
把
握
に
時
間
を
割
こ
う
と
す
る

意
欲
的
な
サ
責
は
少
な
く
な
い
。
図
３

を
見
て
も
、
半
数
を
超
え
る
サ
責
が
仕

事
の
内
容
・
や
り
が
い
に
満
足
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

さ
ら
に
、
サ
責
は
自
身
の
能
力
向
上

に
つ
い
て
も
意
欲
的
で
あ
る
。「
サ
責

調
査
」
に
よ
れ
ば
、
サ
責
が
自
分
の
能

力
を
高
め
る
た
め
に
研
修
や
学
習
に
充

て
て
い
る
時
間
は
月
に
平
均
６
時
間
弱

だ
が
、
約
８
割
が
こ
の
時
間
を
増
や
し

た
い
と
し
て
い
る
。
図
４
で
も
、
業
務

円
滑
化
の
た
め
に
サ
責
の
能
力
向
上
が

重
要
と
の
回
答
が
６
割
を
超
え
て
お

り
、
前
向
き
な
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
。

一
方
で
、
厳
し
い
環
境
に
対
し
て

「
報
わ
れ
な
い
」
と
感
じ
て
い
る
サ
責

も
多
い
。
図
３
を
見
て
も
、
賃
金
や
能
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仕事の内容・やりがい 

賃金（の水準） 

労働時間 

能力や仕事ぶりの適切な評価 

能力や仕事ぶりに応じた 
賃金の見直し 

昇進・昇格の機会 

教育訓練・能力開発のあり方 

サ責の仕事に対する 
社会的評価 

職業生活全体 

■満足　　■やや満足　　■ふつう　　■やや不満　　■不満　　■無回答 
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図3  サ責の仕事への満足度

出典：表1に同じ
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45.7 

45.7 

44.8 

38.9 

29.9 

28.5 

28.1 

26.2 

20.4 

15.8 

4.1 %

必要なヘルパー数の確保 

サービス提供責任者の能力向上 

ヘルパーの定着率向上 
常勤もしくは労働時間が 

固定されたヘルパーの配置・増員 

熟練ヘルパーの確保 
サービス提供責任者に対する 

研修の充実 

ケアマネジャーとの連携強化 

サービス提供責任者の増員 
サービス提供責任者業務の 

マニュアル整備 

ケアマネジャーの能力向上 
営業、予算や売上管理等、 

事業所運営に対する支援の充実 

事務の合理化・システム化 
サービス提供責任者の 
急な退職に伴う応援 

事務員の配置・増員 

その他 

図4  サ責の業務を円滑に進めるために重要なこと（複数回答）

出典：表1に同じ



力
に
応
じ
た
処
遇
、
労
働
時
間
、
社
会

的
評
価
な
ど
に
つ
い
て
は
軒
並
み
満
足

度
が
低
い
。
忙
し
い
日
々
の
中
で
も
よ

り
よ
い
事
業
所
運
営
を
し
た
い
と
工
夫

し
、
ま
た
、
自
身
の
能
力
を
高
め
よ
う

と
し
て
い
る
が
、
同
時
に
、
そ
う
し
た

取
り
組
み
が
報
わ
れ
て
い
な
い
と
も
感

じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
「
報
わ
れ
な
さ
」
は
、
サ

責
が
仕
事
を
見
切
る
原
因
に
な
り
か
ね

な
い
と
堀
田
氏
は
指
摘
す
る
。「
サ
責

調
査
」
に
よ
れ
ば
、「
３
年
後
に
ど
の

よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
た
い
か
」
と
の

問
い
に
、「
サ
責
」
と
回
答
し
た
の
は

わ
ず
か
12
・
７
％
。
一
方
で
、
サ
責
が

取
得
し
た
い
と
考
え
て
い
る
資
格
は
、

「
介
護
支
援
専
門
員
」
と
の
回
答
が

65
・
４
％
に
も
の
ぼ
っ
た
。
堀
田
氏
は
、

「
仕
事
の
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

サ
責
の
認
知
度
は
低
く
、
制
度
上
の
位

置
づ
け
も
曖
昧
。
意
欲
は
あ
っ
て
も
そ

う
し
た
環
境
や
重
責
に
耐
え
き
れ
ず
、

ケ
ア
マ
ネ
へ
の
〝
脱
出
〞
を
考
え
る
サ

責
も
少
な
く
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

豊
富
な
経
験
と
知
識
を
必
要
と
す
る

サ
責
が
事
業
所
か
ら
去
っ
て
し
ま
え

ば
、
利
用
者
の
要
望
を
汲
み
取
り
、
同

時
に
ヘ
ル
パ
ー
を
支
え
る
体
制
が
崩

れ
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
低
下
と
ヘ
ル
パ
ー

の
流
出
を
招
く
。
ま
た
、
次
の
サ
責
を

育
成
す
る
機
会
も
失
う
。
堀
田
氏
は
、

「
サ
責
の
フ
ォ
ロ
ー
と
計
画
的
な
育
成

を
怠
る
と
、
結
果
的
に
事
業
所
全
体
の

体
力
を
奪
う
こ
と
に
な
る
」
と
警
告
す

る
。
サ
責
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
、
事

業
所
の
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
る
。
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サ責が業務の集中で過度の負担を背負うなど、利用者
とヘルパーの状況把握に十分な能力を発揮できない要因
としては制度上の問題点も影響しています。特に、サ責
の養成課程の不備、および制度上の位置づけが不明確な
点は大きな課題です。

■人事管理を学ぶ機会がない
サ責には、介護福祉士、ヘルパー1級、実務経験3年

以上のヘルパー2級が従事することができます。しかし、
介護福祉士やヘルパーの教育内容に人事管理は含まれて
いません。ヘルパーの確保・定着・育成といった人事管
理機能の重要性を考えると、サ責の職業能力を担保でき
るような資格を新設し、その要件として人事管理に関す
る考え方やノウハウの学習を含めることも一つの手段で
す。

■現任研修の機会が十分でない
さらに、小規模事業所やサ責の入れ替わりが激しい事

業所では、サ責の業務ノウハウが蓄積されていません。
サ責の任にありながら必要な能力を向上できるような研
修機会の充実、研修を受けられる仕組みを検討する必要
があります。

■配置や業務にかかる報酬がない
現在、サ責の配置あるいは業務（訪問介護計画書作成

やヘルパーの人事管理など）に対する介護報酬が設定さ
れていません。たとえば訪問介護計画書の作成やその内
容に即して報酬を算定するなどの対応が考えられます。
このことは、サ責に対する社会的評価の改善にもつなが
ります。
こうした制度上の不備を事業者やサ責個人の努力でカ

バーするのには限界があります。事業所内でサ責が十分
に機能できるような仕組みづくりが求められています。

サ責に立ちふさがる課題
東京大学社会科学研究所教授　佐藤博樹



第3部
サ
責
業
務
の
効
果
的
か
つ
効
率
的
な

進
め
方
は
確
立
し
て
お
ら
ず
、
具
体
的

な
業
務
内
容
や
そ
の
進
め
方
は
、
事
業

所
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
事
業
所
の
な

か
で
も
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
新

規
利
用
者
の
受
付
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
ま
で
、
時
系
列
に
沿
っ
て
ど
の
よ
う

な
プ
ロ
セ
ス
で
進
め
れ
ば
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
事
業
所
内
で
話
し
合
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
各
自
の
業
務
を
棚

卸
し
、
そ
の
進
め
方
を
突
き
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
現
状
の
課
題
を
認
識
し
、
業

務
の
無
駄
を
省
い
て
よ
り
よ
い
や
り
方

に
統
一
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
１
部
の
「
ハ
ー
ト
ぱ
す
て
る
杉
並
」

で
は
、「
利
用
者
の
求
め
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
確
実
に
結
果
と
し
て
出
せ
る
よ

う
に
す
る
」
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
問

い
合
わ
せ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
至
る

す
べ
て
の
プ
ロ
セ
ス
に
対
し
て
、
誰
が
、

い
つ
、
ど
の
よ
う
な
連
携
を
必
要
と
し
、

サ
責
の
業
務
範
囲
が
不
明
確
で
あ
る

こ
と
は
、
サ
責
が
過
度
の
業
務
を
抱
え

込
む
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

サ
責
が
行
っ
て
い
る
業
務
を
書
き
出

し
、
個
々
の
業
務
を
本
当
に
サ
責
が
担

う
必
要
が
あ
る
の
か
、
事
業
所
全
体
で

検
証
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
管
理
者
が
担

う
べ
き
こ
と
や
事
務
員
に
任
せ
ら
れ
る
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ヘルパーの確保・定着・育成を図り、質の高いサービ

スを実現する――。そんなタフな事業所づくりの鍵と

なるサ責が、過度の業務を抱え込まず、いきいきと活

躍できる環境をつくるために必要なことは何か。訪問

介護事業所の雇用管理に詳しい東京大学社会科学研

究所の堀田聰子助教に聞いた。

ど
の
よ
う
な
手
順
が
必
要
な
の
か
を
確

認
す
る
作
業
を
行
い
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス

を
文
書
化
し
て
い
ま
す
。

表
は
、
利
用
者
と
ヘ
ル
パ
ー
の
状
況

を
把
握
し
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
く
う
え
で
必
要
と
考
え
ら
れ

る
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
で
す
。
各
事
業
所

で
望
ま
し
い
プ
ロ
セ
ス
を
整
理
し
、
こ

う
し
た
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
業
務
の
見
直
し
は
、
管
理

者
や
サ
責
だ
け
で
な
く
、
ヘ
ル
パ
ー
を

巻
き
込
ん
で
事
業
所
全
体
の
枠
組
み
の

中
で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

表 サ責の業務プロセス（一部）

出典：東京大学社会科学研究所「サービス提供責任者の仕事と働き方に
関するアンケート」（2007年）より（抜粋・要約）

新規受付の際、利用者基本情報やケア内容等の希望を受付
表にまとめる

初回訪問にケアマネジャーや担当ヘルパーと同行する

利用者・家族の意向とケアマネジャーからの依頼内容に差
異があれば契約前に両者に確認する

サ責自身が初回のサービス提供を行う

ヘルパーに対して訪問介護計画書・手順書を示して援助目
標・内容のオリエンテーションを行う

新規利用者には、サ責がヘルパーに同行指導を行う

毎回、ヘルパーからサービス提供状況の報告を受ける

月に1回以上はモニタリングのために利用者宅を訪問する

必要に応じてサービス担当者会議の開催をケアマネジャー
に依頼する

ケア内容に大きな変更があれば、再び同行指導を行う

ヘルパーの稼働予定を月単位で作成する

ヘルパーの心身状態を定期的に把握し、必要な対応をする

月に1回以上はヘルパーを集めて研修等を行う

同じ利用者の担当ヘルパーが手順書等を確認する場を設け
る

ヘルパーが事業所に立ち寄った際、サ責が声かけを行う

年に1回以上はヘルパーの能力を評価し、面談を行う

〜

〜

〜

業
務
プ
ロ
セ
ス
を
見
直
そ
う

効
率
的
な
仕
事
の
進
め
方
を
話
し
合
っ
て
標
準
化

1
ツ ボ

業
務
の
分
担
を
見
直
そ
う

〝
サ
責
補
佐
〞
を
置
い
て
後
継
者
も
育
成

2
ツ ボ

サ責の活躍でタフな事業所へ

定着・育成を
かなえる
3つのツボ

東京大学社会科学研究所助教　堀田聰子
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慣
れ
な
い
（
教
え
ら
れ
て
い
な
い
）

業
務
に
忙
殺
さ
れ
る
サ
責
の
中
に
は
、

仕
事
の
悩
み
を
相
談
で
き
る
相
手
が
お

ら
ず
、
孤
立
し
て
し
ま
う
人
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
ヘ
ル
パ
ー
や
利
用
者
に

向
き
合
う
時
間
を
捻
出
す
る
た
め
に
は

効
率
よ
く
業
務
を
こ
な
す
ノ
ウ
ハ
ウ
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

サ
責
が
孤
立
せ
ず
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有

で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
重
要

で
す
。
前
出
の
「
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
え
ん
」

で
は
、
頻
繁
に
サ
責
同
士
の
定
例
会
議
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を
開
い
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
事
業
所
内

の
サ
責
の
つ
な
が
り
を
着
実
に
築
い
て

お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
事
業
者
を
超
え
た
地
域
で
の

サ
責
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
も
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
（
コ
ラ
ム
参

照
）。
地
域
の
サ
責
が
集
ま
る
機
会
を

設
け
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
把

握
、
計
画
書
の
作
成
方
法
、
記
録
の
書

き
方
な
ど
に
加
え
、
ヘ
ル
パ
ー
の
確

保
・
定
着
・
育
成
に
つ
い
て
も
、
ノ
ウ

ハ
ウ
や
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
う
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
責
の

工
夫
や
効
率
的
・
効
果
的
な
事
業
所
運

営
の
あ
り
方
が
、
事
業
者
の
壁
を
越
え

て
広
が
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
訪
問

介
護
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
質
の
向
上
が
実

現
す
る
の
で
す
。

こ
と
、
規
模
の
大
き
な
事
業
者
の
場
合

に
は
、
本
社
な
ど
か
ら
支
援
を
得
た
ほ

う
が
良
い
こ
と
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
38
ペ
ー
ジ
の
表
１
か
ら
も
分

か
る
と
お
り
、
売
上
管
理
や
営
業
、
ヘ

ル
パ
ー
確
保
は
管
理
者
が
、
請
求
業
務

は
事
務
員
が
担
っ
て
い
る
ほ
か
、
ヘ
ル

パ
ー
が
手
順
書
の
作
成
や
同
行
指
導
な

ど
に
参
加
し
て
い
る
事
業
所
も
あ
り
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
に
ヘ
ル
パ
ー
の

参
加
を
促
す
こ
と
は
、
サ
責
の
負
担
軽

減
だ
け
で
な
く
、
ヘ
ル
パ
ー
の
ケ
ア
に

対
す
る
参
加
意
識
を
高
め
、
や
る
気
を

引
き
だ
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

さ
ら
に
こ
れ
を
一
歩
進
め
て
い
る
の

が
、
前
出
の
「
ハ
ッ
ピ
ー
国
分
寺
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
す
。
ベ
テ
ラ

ン
ヘ
ル
パ
ー
の
な
か
か
ら
次
期
サ
責
候

補
を
見
極
め
、
サ
責
補
佐
と
し
て
上
手

に
業
務
を
分
担
し
て
い
ま
す
。
ヘ
ル
パ

ー
の
調
整
や
書
類
作
成
な
ど
を
少
し
ず

つ
任
せ
な
が
ら
サ
責
と
し
て
の
適
性
を

判
断
し
、
サ
責
と
し
て
の
能
力
を
伸
ば

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
サ
責
の

〝
後
継
者
候
補
〞
を
育
成
し
て
お
く
こ
と

で
、
サ
責
の
退
職
や
事
業
の
拡
大
に
も

柔
軟
に
対
処
で
き
る
の
で
す
。

ヘルパーからの相談は、担当のサ責だけでなくその場にいる他
のサ責も耳を傾ける（「国分寺」）

千葉県船橋市の船橋市訪問介護事業者連絡会・サービス提供責任者部会では、

2～3カ月に1回程度、市内の事業者に所属するサ責を対象に勉強会を開いてい

る。今年で4年目を迎え、多いときで80人のサ責が参加する。

勉強会では講師を招き、サ責の役割や事業所全体のヘルパーの能力を底上げ

するための人事管理、記録作成の手順や利用者への対応方法、コミュニケーシ

ョン・スキルなどを学ぶ。また、グループ討議などを通じて、個々のサ責が仕

事上の悩みや情報を共有することもできる。

もともとサ責の育成を課題としていた事業者たちの発案ではじまった勉強会。

同会副会長で有限会社アシストひだまりの家ホームヘルプサービスの久保田惠

子所長は、「大手の事業者と違い、中小事業者ではサ責同士のつながりや研修

の機会をもつことは困難。地域でこうしたネットワークをつくることで、中小

事業者でもサ責を孤立させず、育成と定着を図ることができる」と勉強会の意

義を話す。

同市内では異動や退職のため1年間に約半数のサ責が入れ替わる。そのため

同部会では、新任のサ責向けの勉強会も実施。課題に合わせた取り組みとネッ

トワークが築けるよう配慮している。

船橋市訪問介護事業者連絡会・サービス提供責任者部会

勉強会開催で
地域でのサ責ネットワーク強化

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
ろ
う

ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、サ
責
の
孤
立
を
防
ぐ

3
ツ ボ

column


